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三角形ぐるぐる 

 

１辺の長さが１㎝の正三角形を何段か並
なら

べて，大きい正三角形ＡＢＣを作ります。３段並べると，図１の

ようになります。頂点ＡからＢへ向けて出発し，以下のルールにしたがって線の上を進みます。 

・頂点Ａ，Ｂ，Ｃに行き当たったら，左 隣
どなり

の辺に進む。 

・すでに進んだことのある点に行き当たる手前で，左隣の辺に進む。 

・以上の動きによってすでに通過したことのある点にしか進めなくなったら，その場で止まる。 

正三角形ＡＢＣが３段の場合は，図２のように３＋３＋２＋１＝９（㎝）進みます。次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）図３のように正三角形ＡＢＣが４段の場合，頂点ＡからＢへ向けて出発してルールにしたがうと何㎝

進みますか。 

 

（２）正三角形ＡＢＣがＮ段の場合，頂点ＡからＢへ向けて出発してルールにしたがうと６６６９㎝進みま

す。Ｎにあてはまる数を答えなさい。 

（２枚目に続きます） 

  

最難関問題 
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図１             図２               図３ 
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３辺の長さがそれぞれ２㎝，３㎝，４㎝の三角形を何段か並べて三角形ＡＢＣを作ります。図４は３段に

並べた場合です。今度は，図５，６，７のように，頂点ＡからＢ，ＢからＣ，ＣからＡの３つの向きに出発

して，上のルールにしたがって進みます。 

（３）三角形ＡＢＣがＮ段の場合，頂点ＡからＢへ向けて出発した場合に進む距離は頂点ＣからＡへ向けて

出発した場合に進む距離より２４２㎝長くなります。Ｎにあてはまる数をすべて答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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Ｂ Ｃ 

Ａ 
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Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

２㎝ ３㎝ 

４㎝ 

図５             図６               図７ 

図４ 
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三角形ぐるぐる （１）１４㎝ （２）１１４ （３）２４１，２４３ 

 

（１）図８のようになるので，４＋４＋３＋２＋１＝１４（㎝）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）進む長さは，３段の場合は３＋３＋２＋１＝９（㎝），４段の場合は４＋４＋３＋２＋１＝１４（㎝）

でした。このように，□段の場合，ルールにしたがって進む長さは□＋（□＋…＋１）㎝となります。 

Ｎ＋（Ｎ＋…＋１）＝６６６９より，１＋…＋Ｎ＋（Ｎ＋１）＝６６７０です。等差数列の和の公式

より，｛１＋（Ｎ＋１）｝×（Ｎ＋１）÷２＝（Ｎ＋２）×（Ｎ＋１）÷２＝６６７０となるので， 

  （Ｎ＋２）×（Ｎ＋１）＝１３３４０です。よって，連続する２個の整数の積が１３３４０になる場合

を探します。１１０×１１０＝１２１００，１２０×１２０＝１４４００ですから，１１０と１２０の

間ですから，一の位が０であることから，連続する整数の一方は１１５だろう，と見当をつけて（厳密

には連続する整数の一方が１１０や１２０もあり得ますが，１３３４０は１２１００からも１４４００

からも離れた整数なので，おそらく違う，と判断できます），１１４×１１５と１１５×１１６を計算

すると，１１４×１１５＝１３１１０，１１５×１１６＝１３３４０より，Ｎ＋１＝１１５，Ｎ＋２＝

１１６となります。よって，Ｎ＝１１４です。 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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図８ 
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（３）まず，３段の場合に成り立っていることを確認します。図５，６，７のいずれの場合も，小さい三角

形の辺を順に３辺，３辺，２辺，１辺と進んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５を例にとると，３㎝の辺を３本，４㎝の辺を３本，２㎝の辺を２本，３㎝の辺を１本ですから，

最初に進む辺および平行な辺の本数を○，２番目を△，３番目を□とすると，次のようになっています。 

○ ３，１ 計４本 

△ ３   計３本 

□ ２   計２本 

進んだ長さは， 

図５の場合は３㎝×○＋４㎝×△＋２㎝×□＝３㎝×４＋４㎝×３＋２㎝×２＝２８（㎝）， 

図６の場合は４㎝×○＋２㎝×△＋３㎝×□＝４㎝×４＋２㎝×３＋３㎝×２＝２８（㎝）， 

図７の場合は２㎝×○＋３㎝×△＋４㎝×□＝２㎝×４＋３㎝×３＋４㎝×２＝２５（㎝），です。 

 

   では，Ｎ段の場合はどうでしょうか。まず，（ア），（イ），（ウ）のどの場合にあてはまるかを考えま

す。 

 

（ア）             （イ）            （ウ） 

○ Ｎ  ，Ｎ－２，…，４，１  Ｎ  ，Ｎ－２，…，５，２  Ｎ  ，Ｎ－２，…，６，３ 

△ Ｎ  ，Ｎ－３，…，３    Ｎ  ，Ｎ－３，…，４，１  Ｎ  ，Ｎ－３，…，５，２ 

□ Ｎ－１，Ｎ－４，…，２    Ｎ－１，Ｎ－４，…，３    Ｎ－１，Ｎ－４，…，４，１ 

 

 

 

 

  

最難関問題 

Ｍ個 Ｍ個 Ｍ個 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

３辺 

３辺 

２辺 
１辺 

図５             図６               図７ Ａ 

Ｂ Ｃ 
３辺 

３辺 

２辺 

１辺 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

３辺 ３辺 

２辺 

１辺 
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・（ア）の場合 

まず，○，△，□の差を考えます。 

 

○ Ｎ  ，Ｎ－２，…，４，１ 

△ Ｎ  ，Ｎ－３，…，３ 

□ Ｎ－１，Ｎ－４，…，２ 

 

 

○と△の差はＭ－１，△と□の差はＭ－１，よって○と□の差は２×（Ｍ－１）です。次に，ＡとＣそ

れぞれから出発したときの距離の差を考えます。 

 

Ａから出発…３㎝×○＋４㎝×△＋２㎝×□ 

Ｃから出発…２㎝×○＋３㎝×△＋４㎝×□ 

     差…  ○＋△－２×□ 

○＋△－２×□＝（〇－□）＋（△－□）＝２×（Ｍ－１）＋（Ｍ－１）＝３×（Ｍ－１）がＡから出

発したときとＣから出発したときの距離の差ですから，３×（Ｍ－１）＝２４２です。しかし，２４２は

３で割り切れませんから，問題の条件にあいません。よって，（ア）ではないことがわかります。 

 

・（イ）の場合 

まず，○，△，□の差を考えます。 

 

○ Ｎ  ，Ｎ－２，…，５，２ 

△ Ｎ  ，Ｎ－３，…，４，１ 

□ Ｎ－１，Ｎ－４，…，３， 

 

 

○と△の差はＭ－１，△と□の差はＭ，よって○と□の差は２×Ｍ－１です。 

ＡとＣそれぞれから出発したときの距離の差は，○＋△－２×□＝（〇－□）＋（△－□）＝２×Ｍ－

１＋Ｍ＝３×Ｍ－１ですから，３×Ｍ－１＝２４２より，Ｍ＝（２４２＋１）÷３＝８１です。このとき，

△に注目すると，Ｎ＝１＋３×（８１－１）＝２４１と求められます。 

 

  

最難関問題 

Ｍ個 

Ｍ個 
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・（ウ）の場合 

まず，○，△，□の差を考えます。 

 

○ Ｎ  ，Ｎ－２，…，６，３ 

△ Ｎ  ，Ｎ－３，…，５，２ 

□ Ｎ－１，Ｎ－４，…，４，１ 

 

 

○と△の差はＭ－１，△と□の差はＭ，よって○と□の差は２×Ｍ－１です。よって，（イ）の場合と

同様にして，Ｍ＝（２４２＋１）÷３＝８１と求められます。このとき，〇に注目すると，Ｎ＝３×８１

＝２４３と求められます。 

 

以上より，Ｎ＝２４１，２４３です。 

 

最難関問題 

Ｍ個 


